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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

10
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　
　

集
合　

南
海
「
浜
寺
公
園
」
駅
改
札
口　
　

定
員　

20
人

案
内　

堺
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

コ
ー
ス　

 

南
海
「
浜
寺
公
園
」
駅
集
合
↓
阪
堺
線
「
浜
寺
駅

前
」
駅
…
「
宿
院
」
駅
↓
「
さ
か
い
利
晶
の
社
」

見
学
（
約
１
時
間
）
↓
堺
観
濠
ク
ル
ー
ズ
（
約
１

時
間
）
↓
南
海
本
線
「
堺
」
駅

会
費　

無
料
（
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
参
加
大
歓
迎
）

堺
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

日
時　

10
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

毛
利
大
介
氏
（
尼
崎
市
・
毛
利
耳
鼻
咽
喉
科
院
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

耳
鼻
咽
喉
科
と
歯
科
の
境
界
領
域
の
疾
患

大
阪
市
西
部
地
区
講
演
会

日
時　

10
月
17
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

 

港
区
民
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
（
港
区
弁
天
２
―
１

―
５
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

定
員　

40
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
（
２
０
１
４
年
４
月
版
）』
を

ご
持
参
下
さ
い

社
保
講
習
会

大
阪
市
西
部
地
区

日
時　

10
月
10
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
会
保
険
労
務
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

労
働
条
件
通
知
書（
労
働
契
約
書
）作
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ

〜
雇
用
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
〜

経
税
部
・
雇
用
管
理
対
策
講
習
会
シ
リ
ー
ズ
②

日
時　

10
月
24
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
会
保
険
労
務
士
）

定
員　

50
人

会
費　

会
員
・
家
族
３
千
円　

未
入
会
者
１
万
円

給
与
計
算
の
基
本
と
変
形
労
働
時
間
制
の
ポ
イ
ン
ト

〜
正
し
い
給
与
計
算
知
識
を
身
に
つ
け
る
〜

経
税
部
・
雇
用
管
理
対
策
講
習
会
シ
リ
ー
ズ
③

日
時　

10
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

十
河
基
文
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
義
歯
・
高
齢
教
室

招
聘
教
員
、
株
式
会
社
ア
イ
キ
ャ
ッ
ト
代
表
取
締
役

Ｃ
Ｔ
Ｏ
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

今
後
、必
須
・
必
然
!?
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療　

歯
科
治
療
に
お
け
る
Ｃ
Ｔ

診
断
の
基
本
―
今
春
の
国
試
で
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
Ｃ
Ｔ
診
断
が
出
題
！
―

10
月
度
生
涯
研
修

歯
科
医
院
貸
与

【
所
在
地
】
羽
曳
野
市
高
鷲

４
丁
目
４
‐
４

【
最
寄
駅
】
近
鉄
南
大
阪
線

藤
井
寺
駅

【
設
備
等
】
Ｄ
Ｒ
用
ユ
ニ
ッ

ト
３
台
、
Ｄ
Ｈ
用
ユ
ニ
ッ
ト

１
台
、
１
階
診
療
室
（
27
・

８
坪
）
２
階
ス
タ
ッ
フ
ル
ー

ム
（
17
・
７
坪
）、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
乗
用
車
３
台
可
（
19

坪
）、
駐
輪
場
。

【
金
額
】
貸
与
：
権
利
金
７

０
０
万
円
、
賃
貸
料
30
万

（
月
額
）。

【
そ
の
他
】
来
年
５
月
で
リ

タ
イ
ア
を
検
討
中
。

【
連
絡
先
】
北
村
康
夫

携
帯
０
９
０
‐
８
９
８
９
‐

５
９
０
４
（
夜
間
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
２
‐

９
５
８
‐
２
１
９
５

で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
考

え
る
治
療
を
強
調
。
患
者
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
保
つ
こ
と
が
重
要

と
述
べ
、「
患
者
が
何
を
求

め
、
私
達
が
ど
う
寄
り
添
う

か
。
歯
科
医
療
が
命
に
関
わ

ら
な
い
な
ど
と
い
う
声
も
あ

る
が
、
人
生
に
は
大
き
く
影

響
す
る
」
と
語
っ
た
。

 

（
豊
中
市
・
久
保
隆
夫
）

と
し
た
が
、
現
在
で
は
部
分

欠
損
の
場
合
、
天
然
歯
と
の

共
存
が
重
要
だ
と
し
た
。
ぺ

リ
オ
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に

は
口
腔
内
環
境
の
確
立
が
必

要
と
指
摘
。
▽
浅
い
歯
肉
炎

下
ポ
ケ
ッ
ト
、
▽
骨
の
平
坦

化
、
▽
十
分
な
付
着
歯
肉
―

の
３
点
を
強
調
。
そ
の
状
態

を
得
る
た
め
、
ｅ
ｎ
ｄ
、
ｆ

ｌ
ａ
ｐ
、
矯
正
治
療
を
交
え

て
症
例
の
検
討
を
行
う
意
義

を
説
明
し
た
。

　

治
療
予
後
の
永
続
性
に
と

っ
て
、「
清
掃
性
の
良
い
歯

周
形
態
」「
適
合
の
良
い
補

綴
物
」「
安
定
し
た
咬
合
」

が
不
可
欠
と
し
、
さ
ら
に
禁

煙
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

　

長
期
的
見
通
し
で
60
歳
ま

　

北
大
阪
地
区
は
９
月
５

日
、「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲

炎
と
歯
周
病
患
者
の
関
係
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
交
流

会
を
開
催
。
平
山
富
興
氏

（
門
真
市
開
業
、
写
真
）
が

話
題
提
供
し
、
33
人
が
参
加

し
た
。

　

平
山
氏
は
15
年
間
の
臨
床

経
験
を
ふ
ま
え
、
ス
ラ
イ
ド

で
症
例
を
説
明
。
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
は
１
９
９
０
年
代
に
主

と
し
て
無
歯
顎
患
者
を
対
象

講
師
略
歴

　

１
９
５
２
年
、
新
潟
県
生

ま
れ
。
77
年
、
東
京
医
科
歯

科
大
学
歯
学
部
卒
業
。
埼
玉

県
所
沢
市
で
開
業
。
東
京
医

科
歯
科
大
学
臨
床
研
修
医
指

導
医
。
主
な
著
書
に
「
力
の

本̶
dental overload 

syndrome

」（
医
歯
薬
出
版

２
０
１
２
年
）、「
デ
ン
タ
ル

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

（
デ
ン
タ
ル
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

２
０
１
４
年
）
な
ど
。

医
療
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
、
炎
症
と
力

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
口
腔
ケ

ア
や
周
術
期
医
療
な
ど
、
ど

れ
を
と
っ
て
も
医
院
に
総
合

的
な
パ
ワ
ー
が
な
い
と
成
功

し
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
Ｓ
Ｐ
Ｔ
に
焦
点
を

当
て
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
に
関
す
る
最

新
の
知
見
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
を
通
し
て
医
院

の
総
合
力
を
高
め
る
た
め
の

具
体
的
なknow-how

に
つ

い
て
解
説
し
ま
す
。

　

臨
床
で
最
も
大
切
な
こ
と

は
総
合
力
で
す
。
キ
ュ
ア
と

ケ
ア
の
バ
ラ
ン
ス
、
チ
ー
ム

日
時　

11
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
（
大
阪
歯
科
協
会
会
員
に
限
る
）
３
千
円

講
演
の
ポ
イ
ン
ト

・
歯
肉
縁
上
の
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
重
要
性

・
セ
ル
フ
ケ
ア
用
品
は
処
方
す
る
時
代

・
Ｓ
Ｐ
Ｔ
の
成
果
を
上
げ
る
―
何
を
診
て
、
何
を
行
う
か

・
力
の
見
か
た
―
ア
ブ
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
セ
メ
ン
ト
質
剥
離

・ periodontal medicine

を
理
解
し
て
、
院
内
の
ケ
ア
力
を

ｕ
ｐ
す
る

ゆ
ず
り
ま
す

【
銀
合
金
】
①
ル
ビ
ス
タ
②

ル
ビ
ス
タ
ホ
ワ
イ
ト
③
銀
河

タ
イ
プ
Ⅲ　

各
10
個

【
条
件
】
①
１
万
円
②
７
千

円
③
５
千
円

【
連
絡
先
】
協
会
新
聞
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ
06
-
６
５
６
８
-
７

７
３
１

豊
中
市

大阪の大阪の
戦跡

大阪の
戦跡

㉙機関紙協会大阪機関紙協会大阪
坂手崇保坂手崇保

「
憶
念
」碑

　

１
９
４
５
年
６
月
７
日
、

旧
制
豊
中
中
学
か
ら
勤
労
学

徒
と
し
て
三
国
航
空
機
材
株

式
会
社
に
出
動
中
、
Ｂ
29
の

爆
撃
を
受
け
て
犠
牲
と
な
っ

た
９
人
（
１
人
は
教
師
）、

そ
し
て
８
月
14
日
に
京
橋
駅

で
爆
死
し
た
１
人
の
生
徒
を

悼
み
、
74
年
６
月
２
日
に
豊

中
市
岡
上
の
町
（
国
道
１
７

６
号
、
岡
上
の
町
交
差
点
東

側
）
の
墓
地
に
「
憶
念
」
の

碑
が
建
立
さ
れ
た
。

　

当
時
、
工
場
で
は
新
鋭
戦

闘
機
「
紫
電
改
」
の
部
品
を

製
造
し
て
い
た
。
こ
の
空
襲

で
豊
中
中
学
の
ほ
か
に
も
金

蘭
会
高
等
女
学
校
（
現
在
の

金
蘭
会
高
校
）
の
生
徒
６
人

と
約
40
人
の
従
業
員
が
亡
く

な
っ
た
。

　

現
在
の
三
国
金
属
工
業
株

式
会
社
（
豊
南
町
西
４
―
７

―
20
）
の
工
場
に
入
っ
た
正

面
の
植
え
込
み
に
「
戦
災
者

慰
霊
碑
」
が
建
て
ら
れ
て
い

る
。

て
し
ま
の
塔

　

豊
島
公
園
に
は
、
豊
中
市

が
「
戦
争
に
よ
る
犠
牲
者
を

偲
び
、
そ
の
ご
冥
福
を
祈
る

と
共
に
、
人
類
の
恒
久
平
和

を
願
っ
て
」
68
年
３
月
20
日

に
建
立
し
た
「
て
し
ま
の

塔
」
が
あ
る
。「
地
球
上
か

ら
全
て
の
争
い
が
無
く
な

り
、
全
世
界
の
人
び
と
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実

現
を
」
と
願
う
約
50
年
前
の

市
政
と
、
い
わ
ば
海
外
参
戦

に
備
え
る
現
在
の
国
政
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
。

峠
三
吉
の
顕
彰
詩
碑

　

「
ち
ち
を
か
え
せ
、
は
は

を
か
え
せ
、
と
し
よ
り
を
か

え
せ
、
こ
ど
も
を
か
え
せ
」

―
有
名
な
「
原
爆
詩
集
」
の

一
節
だ
。
作
者
、
峠
三
吉
は

17
年
２
月
19
日
、
父
の
勤
務

地
大
阪
府
豊
能
郡
（
現
在
の

豊
中
市
岡
町
南
２
丁
目
）
で

生
ま
れ
、
生
後
ま
も
な
く
家

族
と
と
も
に
父
の
故
郷
広
島

市
に
転
居
し
た
。
阪
急
岡
町

駅
の
西
側
す
ぐ
に
あ
る
岡
町

図
書
館
の
前
に
戦
後
50
年
・

被
爆
50
年
を
記
念
し
顕
彰
詩

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

幼
い
頃
か
ら
気
管
支
の
病

気
に
苦
し
め
ら
れ
し
ば
し
ば

喀
血
。
広
島
商
業
学
校
（
現

在
の
広
島
県
立
広
島
商
業
高

校
）
在
学
時
か
ら
詩
作
に
い

そ
し
ん
だ
が
、
卒
業
後
は
長

期
の
療
養
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。

　

45
年
８
月
６
日
、
爆
心
地

か
ら
３
㌔
の
広
島
市
翠
町

（
現
在
の
南
区
翠
町
）
で
被

爆
。
敗
戦
後
は
広
島
を
拠
点

と
す
る
地
域
文
化
運
動
で
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
広

島
青
年
文
化
連
盟
委
員
長
に

就
任
し
た
。
広
島
県
庁
で
の

勤
務
や
雑
誌
『
ひ
ろ
し
ま
』

編
集
の
か
た
わ
ら
、
51
年
に

『
原
爆
詩
集
』を
自
費
出
版
。

原
爆
被
害
を
告
発
し
そ
の
体

験
を
広
め
た
。 
（
つ
づ
く
）

恒
久
平
和
願
い
建
立

岡町

墓地
　「憶念」の碑
墓地
　「憶念」の碑

豊島
公園

阪
急
宝
塚
線

豊中

服
部
緑
地

服
部
緑
地

99

176

北
大
阪
地
区

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
と

歯
周
病
の
関
係
で
講
習
会

11
月
度
生
涯

研
修
抄
録

SPTを通して医院の総合力を磨く
―PMTCから口腔ケアまで―
内山　茂（東京医科歯科大学臨床教授）

永
久
に
忘
れ
な
い
思
い
と

し
て
「
憶
念
」
と
刻
ま
れ

た
碑
は
豊
中
中
学
の
同
期

生
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た

峠
三
吉
の
顕
彰
詩
碑

が
出
生
地
に
近
い
岡

町
図
書
館
前
に
建
つ

戦
争
犠
牲
者
の
追
悼
と

恒
久
平
和
を
願
っ
て
建

立
さ
れ
た
「
て
し
ま
の

塔
」（
豊
島
公
園
内
）


